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概要
4h11究は， マィヲロ波JfJ.射~I Iιよって捉えることが鍵しい陸上の古田低い降水システムを，可ill. · 赤外線射~Iデーヲから精確に判別された雲Jiデ ？を組み合わ世るζとで抑定輪皮の向ト在目指ず 首i
);JI苦載可侵・亦外I直射＂＇およびマイヲロ渡放射；； 1による観測デ一世から，降水をfl＇うIiシステムを判別する手法を開発し。衛星防水マップの精度向上を試みる
熱帯降雨観測（TRMM）存j症に倍鼓された降雨レーダ（PR）と可視・晶、外政射計（VIRS）を用いて，観測範曲全域で適用可能な防水を伴う主主域推定分布（ポテンシャルマップ.PM）を作成する 陸
上の宵の低い降水システムはよ詑の氷胞子による散乱シグナルが剥く．際雨判定・舷定が厳しいため．型生成では降雨のflj定基準とはる闇値を変挺して降雨と判定しやすくするなど．マイヲロ波f鎖す計から
降水虫を抗定ずる GSMaP(Global Satellite Mapping of Precipitation）ア）し寸リズムの中で．雲減データから陪水判定精度を向上させるすj去を栂祭する ポテンシヤルマップ巾誤差情報を GSMaPア
ルゴリズムに導入する方法についても検討する
これらの手法当入後の静水マップを作成し， TRMM搭報飾爾レーダ（PR）を用いて降雨判定 ・般定病度を倹証する 改習が見告れねば．この手法を他の街左鰐尊重可彼・赤外政射.，およびマイヲロ波放
射計（AQUA街皇括童書MODISとAMSRE.静止気象衛星と SSMIなど） Iζ鉱霊長する
GSMaP地形性降雨判定手法の概要
，ν｜ー叫 Il国」 使用データ RNC method ーTRMMPR地上付近降水質 SI = TB85Ve-TB85Vobs > k0o -TRMM TMI 21 GHzおよび85GHz儲度温度ーTR川MVIRS/fl.射輝度.rルベド田輝度温度 TB85Ve =a+ b TB21Ve ｛観測波長帯 0.6.16. 3.75. !OB. 121.1ml a. b.o は PR で観測された無陪本~に対する
ーGSMaP_ TMI version 6地上降水量 TMl(J)齢段温度を胤い．舟別に算出される
k。は全球で一定（＝35）としている
インド亜大陸西海岸降雨イベント（2007年7月1日）
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地形性上昇流に伴う濠雨Q）中には固十分な囚体併水を伴わずに雨が形成される喝合がある この
場合‘ロf,J波数（85GHz）帯のマイク口波の首長乱シグナルが弱く静水量を過小評価していた 目 柵
2014年 9月に更新された術／：；＇借越マイヲ口波Ii.射計降木強度惟定Yルゴリズム GSMaPでは目地
形性よ鼻流域1.：対して 1)新たな鉛IY陪水プロファイルを迎用 2）固体陪水密度の変見 3）常活動
iiの考慮 4）降雨強度補正方法の変更 を伴う地形性降雨組定手；去を全観淵域に通用した
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衛星倍扱マイヲロ波放射:t降水
強度推定アルゴリズム GSMaPで
は．陛liの降雨判定を.TRMM 
衛星に陪蹴されたマイヲロ班放射
~ l (TMI) と静雨レーダ（PR）のマッ
チ／ツプデーヲから作成した降雨
／無降＊~＇）別府NC）データベー
スに基づ吉，無陣雨l巧の場合の
TMl85 GHz-Vの野良温／；；.
(TB85Ve）を指定して行ってい
る（Setoet al. 2005). RNCアー
タベースは．煎降雨時ιお付る
丁目21Vと丁目85Vの 匝線近似
σ885V= a+ b TB21V)の関
係から，月ごと． 1・M・のaとb
を求めたもので， TB21Vの観測
値（丁目21Vobs）を代入すること
で丁目85Veを舵定するまた．
肉体降水からの散乱を考慮した散
乱インデッヲス（SI)が用いられ
ており，期降水崎におりる
TB85Vの標平偏差oと一定値 k内
在 附いて SI＝丁目85Ve二
TB85Vobs > k,,o，すな わ ち
TB85Vobs < TB85Ve -k向。＝
丁目85Vthのお合に，『陪水:i,りJ
と判定している k，の勉は全域で
一定（3.5）となづているが，本
研究では可il・出外股岳1；すデ－9
で陣雨の確率が鼠いと考えられる
~で九の値を下げるととで‘マ
イヲ口波放射討によって捉えるこ
とが鎚しい陸上降水システム叩蛙
定精度を向上させようとするもの
である
GSMaPTMIで防水純定がで吉
なかった事例（2007年7月 1日，
図 9）に t,J し.TRMM PRと
VIRS b、ら降水賓の出現頻度を求
I＇め（図 10),PM在作成した（図
:-11) 降水械を最もよく他出でさ
＇~た chl で， PM が 75% 以上の地
！， 点に対しての値を下げて GSMaP
！”降水量を前推宏したところ 降水
！，申のI明大が舵認でさた（図 12)
1 .ただし．マイヲロ波のシグナルが
：，非常に弱いため， RNCアー ヲベ－
M スの改良も併世て行う必要がある
。と考えられる
